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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長方形の形状であり、第１及び第２の面を有し、前記第１の面にキーが配置され、前記
長方形の長手の方向である第１の方向に向けて係合穴を有する複数の突出部が前記第２の
面から突き出たキーボードユニットと、
　前記キーボードユニットが取り付けられる第３の面を有し、各前記突出部を挿入するこ
とが可能な複数の挿入穴が前記第３の面に設けられ、前記挿入穴に挿入された前記突出部
の前記係合穴と対面する位置に、前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動すると
前記挿入された突出部の係合穴と係合する係合突起がそれぞれ設けられた筐体と
　を有し、
　前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動したときに、前記突出部の係合穴に前
記係合突起を案内する庇部が各前記突出部に前記第１の方向に向けて設けられ、
　前記庇部は、前記突出部から前記第１の方向に向けて離れる従って前記係合突起より離
れるように傾斜し、
　前記庇部が設けられた前記突出部は、キーボードユニットの各辺から離れた領域に突設
され、
　前記突出部を前記挿入穴に挿入する際に、前記突出部が前記挿入穴に挿入されずに乗り
上げた場合に、乗り上げた前記突出部に対応する前記キーボードユニットの部分が前記突
出部に前記庇部を加えた高さ分盛り上る
　キーボード。
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【請求項２】
　請求項１に記載のキーボードであって、
　前記突出部は、前記長方形の２つの短辺のうち少なくとも一辺に沿った第１の領域と前
記長方形の各辺から離れた内側の第２の領域とに設けられ、
　前記挿入穴は、前記突出部に対応する位置に設けられ、
　前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動したときに、前記第１の領域に設けら
れた突出部の係合穴が、前記第２の領域に設けられた突出部の係合穴よりも先に、対応す
る前記挿入穴の係合突起に接触するように構成されている
　キーボード。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のキーボードであって、
　前記キーボードユニットの前記長方形の２つの長辺のうち第１の辺に沿った第３の領域
に設けられ、前記キーボードユニットより外側に向けて突き出るＬ字形状の案内部材と、
　前記筐体の前記案内部材に対応する位置に設けられ、前記案内部材が挿入可能であり、
前記挿入された案内部材が前記第１の方向に移動可能な案内溝と、
　前記案内溝の外側の位置に沿って設けられ、前記案内部材と係合して前記案内部材を前
記第１の方向に沿って案内する案内レールと
　を具備し、
　前記キーボードユニットは、前記長方形の２つの長辺のうち第２の辺に沿った第４の領
域に第１のネジ穴を有し、
　前記筐体は、前記第１のネジ穴に対応する位置に前記筐体を貫通する第２のネジ穴を有
し、
　前記キーボードは、
　前記第２のネジ穴を介して前記第１のネジ穴に螺着するネジ
　を具備するキーボード。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２に記載のキーボードであって、
　前記キーボードユニットと前記筐体とを電気的に接続し、前記第１の方向に向けて凹形
状となるように折り畳まれたフレキシブルな配線基板と、
　前記筐体に設けられ、前記配線基板を収容する収容部と
　を具備するキーボード。
【請求項５】
　長方形の形状であり、第１及び第２の面を有し、前記第１の面にキーが配置され、前記
長方形の長手の方向である第１の方向に向けて係合穴を有する複数の突出部が前記第２の
面から突き出たキーボードユニットと、
　前記キーボードユニットが取り付けられる第３の面を有し、各前記突出部を挿入するこ
とが可能な複数の挿入穴が前記第３の面に設けられ、前記挿入穴に挿入された前記突出部
の前記係合穴と対面する位置に、前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動すると
前記挿入された突出部の係合穴と係合する係合突起がそれぞれ設けられた第１の筐体と、
　前記第１の筐体に対して折り畳まれたときに前記キーボードユニットと対面する表示部
が設けられ、前記第１の筐体に回転可能に取り付けられた第２の筐体と
　を有し、
　前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動したときに、前記突出部の係合穴に前
記係合突起を案内する庇部が各前記突出部に前記第１の方向に向けて設けられ、
　前記庇部は、前記突出部から前記第１の方向に向けて離れる従って前記係合突起より離
れるように傾斜し、
　前記庇部が設けられた前記突出部は、キーボードユニットの各辺から離れた領域に突設
され、
　前記突出部を前記挿入穴に挿入する際に、前記突出部が前記挿入穴に挿入されずに乗り
上げた場合に、乗り上げた前記突出部に対応する前記キーボードユニットの部分が前記突
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出部に前記庇部を加えた高さ分盛り上る
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノート型パーソナルコンピュータなどに用いられるキーボード、このような
キーボードを実装するノート型パーソナルコンピュータなどの電子機器、そのキーボード
の製造方法、その電子機器の製造方法及びこのようなキーボードに使われるキーボード部
品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノート型パーソナルコンピュータは、仕向け地によって異なるキーボードが必要とされ
、またメンテナンスのためにキーボードが着脱されることが多い。キーボードユニットを
筐体にねじ止めする場合には、着脱の作業が煩雑となる。
【０００３】
　特許文献１には、キーボードユニットの縁部表面を筐体の爪部によって筐体側に固定し
、筐体の裏面（キーボードが配置されている位置）の開口から指などで押し上げて筐体か
らキーボードユニットを取り外す発明が開示されている（例えば、特許文献１参照。）。
　
【特許文献１】特開平７－６４６７０号公報（段落[００１０]、図１及び図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された発明では、キーボードユニットの中央領域が固定されていない
ため、キーボードの剛性が低く、打鍵感も悪い。キーボードユニットの中央領域を筐体側
にねじ止めなどをすれば、これらの不具合は解消されるが、着脱の作業が煩雑となる。特
に、中央領域でのねじ止めは筐体の裏面側から行う必要があるため、筐体の分解作業など
が非常に煩雑となる。
【０００５】
　以上のような事情に鑑み、本発明の目的は、キーボードの剛性が高く、打鍵感も良好で
あり、しかもキーボードユニットの着脱の作業を簡単にすることができるキーボード、電
子機器、キーボードの製造方法、電子機器の製造方法及びキーボード部品を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係るキーボードは、キーボードユニットと、筐体
とを有する。前記キーボードユニットは、長方形の形状であり、第１及び第２の面を有し
、前記第１の面にキーが配置され、前記長方形の長手の方向である第１の方向に向けて係
合穴を有する突出部が前記第２の面から突き出している。前記筐体は、前記キーボードユ
ニットが取り付けられる第３の面を有し、前記突出部を挿入することが可能な挿入穴が前
記第３の面に設けられている。また、前記筐体は、前記挿入穴に挿入された前記突出部の
前記係合穴と対面する位置に、前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動すると前
記挿入された突出部の係合穴と係合する係合突起が設けられている。
【０００７】
　本発明では、筐体の挿入穴にキーボードユニットの突出部を挿入し、キーボードユニッ
トを長方形のキーボードユニットの長手の方向である第１の方向に移動すると挿入された
突出部の係合穴が筐体側の係合突起と係合する。これにより、キーボードユニットの所定
の領域を筐体に固定することができる。一方、キーボードユニットを筐体から取り外すと
きには、キーボードユニットを第１の方向と逆方向に移動すると挿入された突出部が筐体
側の係合突起から外れる。その後、筐体の挿入穴からキーボードユニットの突出部を抜く
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。従って、キーボードユニットの着脱の作業を簡単にすることができる。また、キーボー
ドユニットの所定の領域を筐体に固定することができるので、キーボードの剛性が高く、
打鍵感も良好となる。
【０００８】
　前記突出部は、前記長方形の２つの短辺のうち少なくとも一辺に沿った第１の領域と前
記長方形の各辺から離れた内側の第２の領域とに設けられ、前記挿入穴は、前記突出部に
対応する位置に設けられ、前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動したときに、
前記第１の領域に設けられた突出部の係合穴が、前記第２の領域に設けられた突出部の係
合穴よりも先に、対応する前記挿入穴の係合突起に接触するように構成されていてもよい
。　
　これにより、作業者が位置決めし易いキーボードユニットの外縁付近でまず位置決めさ
れてこの位置における突出部の係合穴が挿入穴の係合突起に案内される。その後、作業者
が位置決めし難いキーボードユニットの内側で上記の案内に伴って位置決めされてこの位
置における突出部の係合穴が挿入穴の係合突起に係合する。従って、キーボードユニット
を筐体に取り付けるときにキーボードユニットの中央付近の領域でうまく突出部の係合穴
が挿入穴の係合突起に係合しないで、その領域が浮いた状態となることを防止できる。
【０００９】
　前記突出部に前記第１の方向に向けて設けられ、前記キーボードユニットを前記第１の
方向に移動したときに、前記突出部の係合穴に前記係合突起を案内する庇部を具備するよ
うにしてもよい。　
　これにより、庇部が突出部の係合穴を挿入穴の係合突起に案内するので、キーボードユ
ニットを筐体に取り付けるときにうまく突出部の係合穴が挿入穴の係合突起に係合しない
ことが防止される。
【００１０】
　前記庇部は、前記突出部から前記第１の方向に向けて離れる従って前記係合突起より離
れるように傾斜してもよい。　
　これにより、庇部による突出部の係合穴の挿入穴の係合突起への案内をより確実にする
ことができる。
【００１１】
　前記キーボードユニットの前記長方形の２つの長辺のうち第１の辺に沿った第３の領域
に設けられ、前記キーボードユニットより外側に向けて突き出るＬ字形状の案内部材と、
前記筐体の前記案内部材に対応する位置に設けられ、前記案内部材が挿入可能であり、前
記挿入された案内部材が前記第１の方向に移動可能な案内溝と、前記案内溝の外側の位置
に沿って設けられ、前記案内部材と係合して前記案内部材を前記第１の方向に沿って案内
する案内レールとを具備する。ここで、前記キーボードユニットは、前記長方形の２つの
長辺のうち第２の辺に沿った第４の領域に第１のネジ穴を有する。前記筐体は、前記第１
のネジ穴に対応する位置に前記筐体を貫通する第２のネジ穴を有する。前記キーボードは
、前記第２のネジ穴を介して前記第１のネジ穴に螺着するネジを具備するようにしてもよ
い。　
　これにより、案内部材と案内レールとによって、まずキーボードユニットと筐体とを位
置決めする。加えて、案内部材と案内レールとによって、突出部の係合穴を挿入穴の係合
突起に案内するので、キーボードユニットを筐体に取り付けるときにうまく突出部の係合
穴が挿入穴の係合突起に係合しないことが防止される。
【００１２】
　前記キーボードユニットと前記筐体とを電気的に接続し、前記第１の方向に向けて凹形
状となるように折り畳まれたフレキシブルな配線基板と、前記筐体に設けられ、前記配線
基板を収容する収容部とを具備するようにしてもよい。　
　これにより、キーボードユニットを筐体に取り付けるときに、配線基板がスムーズに変
形し配線基板に付加がかかることを防止でき、フレキシブルな配線基板が収容部に折り畳
まれて収容される。従って、配線基板がキーボードユニットと筐体との間に挟まれること
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が防止される。
【００１３】
　本発明に係る電子機器は、キーボードユニットと、第１の筐体と、第２の筐体とを有す
る。前記キーボードユニットは、長方形の形状であり、第１及び第２の面を有し、前記第
１の面にキーが配置され、前記長方形の長手の方向である第１の方向に向けて係合穴を有
する突出部が前記第２の面から突き出している。前記第１の筐体は、前記キーボードユニ
ットが取り付けられる第３の面を有し、前記突出部を挿入することが可能な挿入穴が前記
第３の面に設けられている。また、前記第１の筐体は、前記挿入穴に挿入された前記突出
部の前記係合穴と対面する位置に、前記キーボードユニットを前記第１の方向に移動する
と前記挿入された突出部の係合穴と係合する係合突起が設けられている。前記第２の筐体
は、前記第１の筐体に対して折り畳まれたときに前記キーボードユニットと対面する表示
部が設けられ、前記第１の筐体に回転可能に取り付けられている。
【００１４】
　本発明では、第１の筐体の挿入穴にキーボードユニットの突出部を挿入し、キーボード
ユニットを長方形のキーボードユニットの長手の方向である第１の方向に移動すると挿入
された突出部の係合穴が筐体側の係合突起と係合する。これにより、キーボードユニット
の所定の領域を第１の筐体に固定することができる。一方、キーボードユニットを第１の
筐体から取り外すときには、キーボードユニットを第１の方向と逆方向に移動すると挿入
された突出部が第１の筐体側の係合突起から外れる。その後、第１の筐体の挿入穴からキ
ーボードユニットの突出部を抜く。従って、キーボードユニットの着脱の作業を簡単にす
ることができる。また、キーボードユニットの所定の領域を第１の筐体に固定することが
できるので、キーボードの剛性が高く、打鍵感も良好となる。
【００１５】
　本発明に係るキーボードの製造方法は、第１の面にキーが配置され、長方形の長手の方
向である第１の方向に向けて係合穴を有する突出部が第２の面から突き出た長方形のキー
ボードユニットと、前記突出部を挿入することが可能な挿入穴が第３の面に設けられ、前
記挿入穴に挿入された前記突出部の前記係合穴と対面する位置に係合突起が設けられた筐
体とを準備することを含む。前記突出部は前記挿入穴に挿入される。前記キーボードユニ
ットを前記第１の方向に移動して前記係合穴は前記係合突起に係合する。
【００１６】
　本発明では、筐体の挿入穴にキーボードユニットの突出部を挿入し、キーボードユニッ
トを長方形のキーボードユニットの長手の方向である第１の方向に移動すると挿入された
突出部の係合穴が筐体側の係合突起と係合する。これにより、キーボードユニットの所定
の領域を筐体に固定することができる。一方、キーボードユニットを筐体から取り外すと
きには、キーボードユニットを第１の方向と逆方向に移動すると挿入された突出部が筐体
側の係合突起から外れる。その後、筐体の挿入穴からキーボードユニットの突出部を抜く
。従って、キーボードユニットの着脱の作業を簡単にすることができる。また、キーボー
ドユニットの所定の領域を筐体に固定することができるので、キーボードの剛性が高く、
打鍵感も良好となる。
【００１７】
　前記挿入穴に前記突出部を挿入するときに、前記キーボードユニットの前記長方形の２
つの長辺のうち第１の辺に沿った第３の領域に設けられ、前記キーボードユニットより外
側に向けて突き出るＬ字形状の案内部材を、前記筐体の前記案内部材に対応する位置に設
けられた案内溝に挿入し、前記係合穴を前記係合突起に係合するときに、前記案内溝の外
側の位置に沿って設けられ案内レールに前記案内部材を係合しつつ前記案内部材を前記第
１の方向に沿って案内するようにしてもよい。　
　これにより、Ｌ字形状の案内部材を案内溝に挿入して、挿入穴に突出部を挿入すること
ができ、案内レールに案内部材を係合しつつ案内部材を第１の方向に沿って案内して、係
合穴を係合突起に係合することができる。
【００１８】
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　本発明に係る電子機器の製造方法は、第１の面にキーが配置され、長方形の長手の方向
である第１の方向に向けて係合穴を有する突出部が第２の面から突き出た長方形のキーボ
ードユニットと、前記突出部を挿入することが可能な挿入穴が第３の面に設けられ、前記
挿入穴に挿入された前記突出部の前記係合穴と対面する位置に係合突起が設けられた第１
の筐体と、前記第１の筐体に対して折り畳まれたときに前記キーボードユニットと対面す
る表示部が設けられ、前記第１の筐体に回転可能に取り付けられた第２の筐体とを準備こ
とを含む。前記突出部は前記挿入穴に挿入される。前記キーボードユニットを前記第１の
方向に移動して前記係合穴は前記係合突起に係合する。
【００１９】
　本発明では、第１の筐体の挿入穴にキーボードユニットの突出部を挿入し、キーボード
ユニットを長方形のキーボードユニットの長手の方向である第１の方向に移動すると挿入
された突出部の係合穴が第１の筐体側の係合突起と係合する。これにより、キーボードユ
ニットの所定の領域を第１の筐体に固定することができる。一方、キーボードユニットを
第１の筐体から取り外すときには、キーボードユニットを第１の方向と逆方向に移動する
と挿入された突出部が第１の筐体側の係合突起から外れる。その後、第１の筐体の挿入穴
からキーボードユニットの突出部を抜く。従って、キーボードユニットの着脱の作業を簡
単にすることができる。また、キーボードユニットの所定の領域を第１の筐体に固定する
ことができるので、キーボードの剛性が高く、打鍵感も良好となる。
【００２０】
　前記挿入穴に前記突出部を挿入するときに、前記キーボードユニットの前記長方形の２
つの長辺のうち第１の辺に沿った第３の領域に設けられ、前記キーボードユニットより外
側に向けて突き出るＬ字形状の案内部材を、前記筐体の前記案内部材に対応する位置に設
けられた案内溝に挿入し、前記係合穴を前記係合突起に係合するときに、前記案内溝の外
側の位置に沿って設けられ案内レールに前記案内部材を係合しつつ前記案内部材を前記第
１の方向に沿って案内するようにしてもよい。　
　これにより、Ｌ字形状の案内部材を案内溝に挿入して、挿入穴に突出部を挿入すること
ができ、案内レールに案内部材を係合しつつ案内部材を第１の方向に沿って案内して、係
合穴を係合突起に係合することができる。
【００２１】
　本発明に係るキーボード部品は、本体と、キーと、突出部とを有する。前記本体は、長
方形の形状であり、第１の面及び第２の面を有する。前記キーは、前記第１の面に配置さ
れている。前記突出部は、前記第２の面から突き出るように設けられ、前記長方形の長手
の方向である第１の方向に向けて係合穴を有する。
【００２２】
　本発明では、例えば筐体の挿入穴にキーボードユニットの突出部を挿入し、キーボード
ユニットを長方形のキーボードユニットの長手の方向である第１の方向に移動すると挿入
された突出部の係合穴が筐体側の係合突起と係合する。これにより、キーボードユニット
の所定の領域を筐体に固定することができる。一方、キーボードユニットを筐体から取り
外すときには、キーボードユニットを第１の方向と逆方向に移動すると挿入された突出部
が筐体側の係合突起から外れる。その後、筐体の挿入穴からキーボードユニットの突出部
を抜く。従って、キーボードユニットの着脱の作業を簡単にすることができる。また、キ
ーボードユニットの所定の領域を筐体に固定することができるので、キーボードの剛性が
高く、打鍵感も良好となる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のように、本発明によれば、キーボードの剛性が高く、打鍵感も良好であり、しか
もキーボードユニットの着脱の作業を簡単にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。　
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　本実施形態では電子機器としてノート型パーソナルコンピュータを一例に挙げて説明す
る。　
　図１は本発明の一実施形態に係る電子機器の開いた状態の斜視図、図２は図１に示す電
子機器の閉じた状態の斜視図である。　
　電子機器１は、表示部２と、本体部３と、これら表示部２と本体部３とを連結するヒン
ジ４とを備えている。
【００２５】
　表示部２は、ヒンジ４を介して本体部３に対して開閉可能である。表示部２は、表示側
筐体５、表示面６と、表示側筐体５内に設けられた表示処理を行う図示しない表示処理ユ
ニットとを備えている。
【００２６】
　表示側筐体５は、図示しない表示処理ユニットを収容する表示部２の筐体である。表示
面６は、情報を表示するための画面であり、閉じた状態で本体部３に対面する。表示側筐
体５には、円筒形状の連結部４ａが二つ取り付けられている。これら二つの連結部４ａは
、後述する本体側の連結部４ｂと連結してヒンジ４を構成する。
【００２７】
　本体部３は、キーボードユニット７、本体ユニット８、本体ユニット８内に内蔵された
図示しない中央処理装置、図示しないハードディスク装置などの部品を備えている。キー
ボードユニット７は、後述するように本体ユニット８に対して着脱可能である。
【００２８】
　図３は、キーボードユニット７を本体ユニット８から取り外した状態を示す図である。
　
　同図に示すように、本体部３のキーボードユニット７は、後述するようにキーボードユ
ニット７の長手方向（図３に示すＸ方向）にスライドさせることで、本体ユニット８に対
して着脱可能である。
【００２９】
　図４はキーボードユニット７の平面図、図５はキーボードユニット７の底面図及び側面
図である。　
　キーボードユニット７は、キーボード本体１０と、キーボードベゼル１１とを備える。
キーボード本体１０とキーボードベゼル１１とは、図５（Ａ）に示すように複数の溶接箇
所１９で接続されている。
【００３０】
　キーボード本体１０は、図４に示すように例えばキーボード本体１０の上面側に複数の
キー９を備え、図５（Ａ）に示すようにキーボード本体１０の底面１２側に受け板１３を
備える。キーボード本体１０は、電子機器１の入力部として機能し、内部に例えばＰＥＴ
からなる図示しないシートスイッチ等を内蔵している。キーボード本体１０のシートスイ
ッチからはフレキシブル配線基板１４がキーボード本体１０の外に導出されている。受け
板１３の底面１２には、複数の突出部１５が設けられている。
【００３１】
　突出部１５は、後述するようにキーボードユニット７と、本体ユニット８との固定に用
いられる。突出部１５は、図５（Ａ）に示すようにキーボードユニット７の各辺ａ、ｂ、
ｃ及びｄから離れた領域等に突設されている。突出部１５は、例えば受け板１３の中央領
域等を含む領域に分散して設けられている。突出部１５は、それぞれほぼ同形状であり同
じ向きに設けられている。突出部１５は、図５（Ｂ）に示すように受け板１３の底面１２
に突出して設けられている。
【００３２】
　図６は突出部１５の斜視図、図７は図６の突出部１５をＸ方向から見た側面図である。
　
　突出部１５は、扁平した略Ｕ形状であり、キーボード本体１０の長手の方向（図５（Ａ
）及び図６のＸ方向）に貫通する係合穴１７が形成されている。突出部１５は、図６に示
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すように扁平した略Ｕ字状の部分のうちキーボード本体１０の底面１２から最も離れた平
坦部３０に庇部１６が設けられている。庇部１６は、キーボード本体１０の長手の方向（
図５及び図６のＸ方向）に向けて突出して突出部１５の平坦部３０に設けられている。庇
部１６は、平坦部３０からキーボード本体１０の長手の方向（図５及び図６のＸ方向）に
向けて離れる従って底面１２より離れるように傾斜している。なお、全ての突出部１５が
同形状である必要はない。
【００３３】
　キーボードベゼル１１は、図４に示すようにキーボード本体１０をその上面側から覆う
ように配置される枠である。キーボードベゼル１１には、図４に示すようにキーボード本
体１０の各キー９が入り込む孔１８が複数形成されている。各キー９はキーボードベゼル
１１の表面（上面）より突出してキーボードユニット７の上面側に設けられている。キー
ボードベゼル１１は、図５（Ａ）に示すようにキーボード本体１０の外形より平面的に大
きい長方形状である。キーボードベゼル１１は、図５（Ａ）に示すように、キーボードベ
ゼル１１の底面２０側から見たときキーボード本体１０の底面１２の周りに枠状にはみ出
したはみ出し領域２１が形成されている。
【００３４】
　キーボードベゼル１１のこのはみ出した領域２１は、領域２２、領域２３、領域２４及
び領域２５を備える。領域２２はキーボードユニット７の短辺ｃに沿って設けられた長方
形状の領域である。領域２３はキーボードユニット７の短辺ｄに沿って設けられた長方形
状の領域である。領域２４はキーボードユニット７の長辺ｂに沿って設けられた長方形状
の領域である。領域２５はキーボードユニット７の長辺ａに沿って設けられた長方形状の
領域である。
【００３５】
　キーボードベゼル１１の領域２２には、位置決め突起２７、２８及び２９が突設されて
いる。位置決め突起２７、２８及び２９は、短辺ｃに平行に短辺ｃに沿う方向（図５（Ａ
）のＹ方向）にほぼ等間隔に設けられている。なお、位置決め突起２７、２８及び２９は
、Ｙ方向にほぼ等間隔に設けられている例を示したが、これに限定されない。
【００３６】
　図８は位置決め突起２７、２９等の斜視図である。　
　位置決め突起２９は、Ｌ字状の突出壁３１と、矩形状の係合部３２とを備える。位置決
め突起２９は、キーボードベゼル１１に一体成形されている。Ｌ字状の突出壁３１は、キ
ーボードベゼル１１の底面２０からほぼ直角に突出している。矩形状の係合部３２は、Ｌ
字状の突出壁３１の端に底面２０にほぼ平行に設けられている。キーボードベゼル１１の
底面２０と突出壁３１と係合部３２とで囲まれて孔３５が形成される。
【００３７】
　位置決め突起２８は、図５（Ａ）に示すように、Ｘ軸方向の直線に関して位置決め突起
２９と線対称となるように領域２２に設けられている。位置決め突起２７は、図５（Ａ）
に示すように、位置決め突起２９と同じ向きで領域２２に設けられている。位置決め突起
２８、２９の向きについても適宜変更可能である。
【００３８】
　キーボードベゼル１１の領域２３には、位置決め突起３６、３７及び３８が突設して設
けられている。位置決め突起３６、３７及び３８は、短辺ｄに平行に短辺ｄに沿う方向（
図５（Ａ）のＹ方向）にほぼ等間隔に位置決め突起２７、２８及び２９に対応して設けら
れている。なお、位置決め突起３６、３７及び３８は、Ｙ方向にほぼ等間隔に設けられて
いる例を示したが、これに限定されない。位置決め突起３６、３７及び３８は、図５（Ａ
）に示すように位置決め突起２７、２８及び２９とそれぞれ同じ向きで領域２３に設けら
れている。例えば位置決め突起３６は、図８に示すように位置決め突起２７、２９と同形
状であり、同じ向きに形成されている。
【００３９】
　キーボードベゼル１１の領域２４には、複数のＬ字状の案内部材３９が長辺ｂに平行な
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方向（図５（Ａ）のＸ方向）に所定の間隔で突設して設けられている。複数のＬ字状の案
内部材３９が長辺ｂに等間隔で突設されている例を示したが、これに限定されず、適宜変
更可能である。
【００４０】
　図９は案内部材３９の斜視図である。　
　案内部材３９は、キーボードユニット７の長方形の長辺ｂに沿った領域２４でキーボー
ドベゼル１１の底面２０から立ち上がりキーボードユニット７より外側に向けて突き出し
ている。
【００４１】
　キーボードベゼル１１の領域２５には、図５（Ａ）に示すように、複数のネジ穴２６が
長辺ａに平行な方向（図５（Ａ）のＸ方向）に所定の間隔で設けられている。
【００４２】
　図１０は本体ユニット８の平面図である。　
　本体ユニット８は、本体側筐体４０、本体側筐体４０に内蔵されたワイヤレスラン（Ｗ
ｉｒｅｌｅｓｓＬＡＮ）モジュール４１、モデム（Ｍｏｄｅｍ）モジュール４２、ブルー
トゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）モジュール４３、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）ユニット固定部４４及び図示しない中央処理装置などを備える。中
央処理装置は、本体ユニット８内の多層プリント配線板に実装されている。中央処理装置
は、キーボードユニット７からの入力信号を受けて、演算処理、制御処理、画像処理、表
示部２への出力処理などの各種処理を行い、この電子機器１の実質的な機能上の本体とし
て機能する。
【００４３】
　本体側筐体４０は、本体部３の底面側を構成する第１の筐体４５と、本体部３の上面側
を構成するパームレスト４６とを備える。　
　第１の筐体４５は、ワイヤレスランモジュール４１、モデムモジュール４２、ブルート
ゥースモジュール４３等を収容する。パームレスト４６は、第１の筐体４５に収容された
図示しない内蔵部品を覆うように第１の筐体４５に固定される。
【００４４】
　パームレスト４６は、パームレスト部４７と、カバー部４８とを備える。　
　パームレスト部４７は、例えばタッチパットが配置され、タッチパットの両側には利用
者が手を載せるためのパームレスト領域が設けられている。
【００４５】
　カバー部４８は、パームレスト部４７と一体的に形成されており、ワイヤレスランモジ
ュール４１、モデムモジュール４２及びブルートゥースモジュール４３等を除いて図示し
ない内蔵部品を覆う。　
　カバー部４８は、その表面（上面）５９にキーボードユニット７が取り付けられる。カ
バー部４８は、図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の複数の突出部１５に対応する位
置に、図１０に示す複数の挿入穴４９が形成されている。
【００４６】
　図１１は挿入穴４９の拡大平面図である。　
　挿入穴４９は、カバー部４８に形成された略凹形状の孔である。挿入穴４９は、本体ユ
ニット８に対してキーボードユニット７を固定するときに、図５（Ａ）に示すキーボード
ユニット７側の突出部１５が挿入され固定される孔である。挿入穴４９（カバー部４８）
は、挿入穴４９の内側に向けて突出する略矩形状の係合突起５０を備える。係合突起５０
は、本体ユニット８に対してキーボードユニット７を固定するときに、図７に示す係合穴
１７に入り込む。各挿入穴４９の形状はほぼ同じである。係合突起５０の形状は、矩形状
である例を示した。しかしこれに限定されず、舌形状であってもよい。これにより、キー
ボードユニット７と本体ユニット８とを組み合わせるときによりスムーズに組み合わせる
ことができる。
【００４７】
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　カバー部４８は、図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の位置決め突起３６、３７及
び３８に対応する位置に、図１０に示す位置決め孔５１、５２及び５３が形成されている
。
【００４８】
　図１２は位置決め孔５１の拡大平面図である。　
　位置決め孔５１は、挿入孔５５と、位置決め溝５６とで形成されている。挿入孔５５は
、本体ユニット８に対してキーボードユニット７を後述するように重ねたときに、図５（
Ａ）に示す位置決め突起３６が嵌る孔である。挿入孔５５の平面形状は、位置決め突起３
６の平面形状である矩形とほぼ同形状である。位置決め溝５６は、本体ユニット８に対し
てキーボードユニット７を後述するようにスライドさせたときに、図８に示す位置決め突
起３６の突出壁３１が入り込む溝である。位置決め孔５１（カバー部４８）は、図１２に
示すように位置決め孔５１の一部を形成する突出片５７を備える。突出片５７は、本体ユ
ニット８に対してキーボードユニット７をその長手の方向（図１０のＸ方向）にスライド
させた後に、図８に示す位置決め突起３６の係合部３２に平面的に重なる。突出片５７の
形状は、略矩形状である例を示したが係合部３２に重なれば突出片５７の形状はこれに限
定されない。
【００４９】
　位置決め孔５２は位置決め孔５１とＸ軸方向に平行な直線に関して線対称な形状であり
、位置決め孔５３は位置決め孔５１と同形状である。
【００５０】
　カバー部４８は、図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の位置決め突起２７、２８及
び２９に対応する位置に、図１０に示す位置決め孔６１、６２及び６３が形成されている
。
【００５１】
　図１３は位置決め孔６３の拡大平面図である。　
　位置決め孔６３は、挿入孔６４と、位置決め溝６５とを備える。挿入孔６４は、本体ユ
ニット８に対してキーボードユニット７を重ねるときに図５（Ａ）に示す位置決め突起２
９が挿入される。位置決め溝６５は、本体ユニット８に対してキーボードユニット７をそ
の長手の方向（図１０のＸ方向）にスライドさせて本体ユニット８にキーボードユニット
７を固定するときに、図８に示す突出壁３１が入り込む溝である。位置決め孔６３（カバ
ー部４８）は、図１３に示すように、位置決め孔６３の内側に突出する突出片６６を備え
る。位置決め孔６２は、位置決め孔６３とＸ軸方向に平行な直線に関して線対称の形状で
ある。位置決め孔６１は、位置決め孔５１と同形状である。突出片６６の形状は、略矩形
状である例を示した。しかし、突出片６６の形状はこれに限定されない。
【００５２】
　カバー部４８は、図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の複数の案内部材３９に対応
する位置に、図１０に示す複数の案内溝６７が形成されている。案内溝６７は、案内部材
３９が挿入可能であり、挿入された案内部材３９がキーボードユニット７の長手の方向に
移動可能となるようにする。
【００５３】
　図１４は案内溝６７の拡大平面図である。　
　案内溝６７（カバー部４８）は、案内部材３９を案内する案内レール６８を備える。案
内レール６８は、案内溝６７の外側の位置に沿って設けられた部分で形成される。案内溝
６７の形状は、略矩形状である例を示した。しかし、これに限定されず、図１２に示す位
置決め孔５１が位置決め溝５６を備えるように、案内溝６７が図示しない溝を備えるよう
にしてもよい。これにより、案内部材３９をこの図示しない溝の方向に案内することがで
きる。
【００５４】
　カバー部４８は、キーボードユニット７の複数のネジ穴２６に対応する位置に複数のネ
ジ穴５８が形成されている。ネジ穴５８は、カバー部４８を貫通する。キーボードユニッ
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ト７と、本体ユニット８とは、ネジ穴２６、５８に螺合する図示しないネジによりネジ止
めされる。
【００５５】
　カバー部４８は、図１０に示すように、開口７１、７２及び７３が形成されている。　
　開口７１は、本体側筐体４０に内蔵されたワイヤレスランモジュール４１及びモデムモ
ジュール４２に対応した位置に形成されている。開口７１は、ワイヤレスランモジュール
４１及びモデムモジュール４２への作業者によるアクセスを容易にする。開口７２は、ブ
ルートゥースモジュール４３に対応した位置に形成されている。開口７２は、ブルートゥ
ースモジュール４３への作業者によるアクセスを容易にする。開口７３は、フレキシブル
配線基板１４が接続される接続端子部７４に対応した位置に形成されている。開口７３は
、接続端子部７４への作業者によるアクセスを容易にする。接続端子部７４は、図４に示
すフレキシブル配線基板１４が接続される端子である。開口７３の第１の筐体４５側には
、フレキシブル配線基板１４が収容される収容部７５が形成されている。開口７１、７２
及び７３の形状は、適宜変更可能である。例えば開口７１が少なくともワイヤレスランモ
ジュール４１やモデムモジュール４２の平面形状と同じ開口面積であるようにすることで
、作業者による各モジュールの取替え作業等をより効率的に行うことができる。開口７２
及び７３についても同様である。
【００５６】
　本体側筐体４０は、図１０に示すようにヒンジ４を構成する連結部４ｂがネジ止めされ
ている。これらの連結部４ｂは、表示部２側に取り付けられた図１に示す連結部４ａと連
結されヒンジ４を構成する。
【００５７】
　図１５はキーボードユニット７と本体ユニット８とがフレキシブル配線基板１４を介し
て接続された状態を示す図である。　
　フレキシブル配線基板１４は、一端がキーボードユニット７側に接続され、他端の接続
端子部が本体ユニット８の接続端子部７４に接続されている。フレキシブル配線基板１４
は、側面が略Ｕ字形状となるように曲げられる。フレキシブル配線基板１４は、キーボー
ドユニット７がスライドする方向（図１５のＸ方向のマイナス方向）にキーボードユニッ
ト７から引き回され、湾曲して、逆向き（図１５のＸ方向のプラス方向）に本体ユニット
８に向けて引き回されている。キーボードユニット７と本体ユニット８とが重ね合わされ
固定されたときには、フレキシブル配線基板１４は、本体ユニット８の収容部７５内に折
り畳まれて収容される。フレキシブル配線基板１４が、図１５に示すように略Ｕ字形状と
なる例を示した。しかし、図１５のＸ方向に逆Ｕ字形状となるようにフレキシブル配線基
板１４が湾曲するようにしてもよい。
【００５８】
　次に、電子機器１の製造方法（組み立て方法）について説明する。　
　図１６は、電子機器１の製造工程を示すフローチャートである。　
　図５（Ａ）に示すキーボードユニット７を準備する（ＳＴ１６０１）。例えば、図５（
Ａ）に示すようにキーボード本体１０と、キーボードベゼル１１とを所定の位置に位置合
わせし、複数の溶接箇所１９で溶接して固定することで、キーボードユニット７を準備す
る。
【００５９】
　図１０に示す本体ユニット８を準備する（ＳＴ１６０２）。例えば、図１０に示すよう
に第１の筐体４５内にワイヤレスランモジュール４１、モデムモジュール４２、ブルート
ゥースモジュール４３等を内蔵させてパームレスト４６で蓋をする。ＬＣＤユニット固定
部４４に連結部４ｂをネジ止めし、パームレスト４６に電源スイッチである連結部４ｂを
ネジ止めするなどして本体ユニット８を準備する。なお、キーボードユニット７と本体ユ
ニット８とはどちらを先に準備してもよい。
【００６０】
　この状態では、図１０に示すように開口７１からワイヤレスランモジュール４１及びモ
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デムモジュール４２が露出しており、開口７２からブルートゥースモジュール４３が露出
している。開口７３から接続端子部７４が露出している。
【００６１】
　キーボードユニット７と本体ユニット８との組み合わせ（固定）について説明する。　
　図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の案内部材３９を、図１０に示す本体ユニット
８の案内溝６７に嵌める（キーボードユニット７の手前側を本体ユニット８に嵌める）（
ＳＴ１６０３）。
【００６２】
　本体ユニット８に対してキーボードユニット７がＸ方向にずれた状態で、本体ユニット
８にキーボードユニット７を重ねる。これにより、本体ユニット８の位置決め孔５１、５
２、５３、６１、６２、６３及び挿入穴４９に、キーボードユニット７の位置決め突起３
６、３７、３８、２７、２８、２９及び突出部１５がそれぞれ挿入される（ＳＴ１６０４
）。
【００６３】
　図１７は本体ユニット８に対してキーボードユニット７を重ね合わせたときの平面図、
図１８は図１７のＡ－Ａ断面図である。　
　このとき、図１７に示すように、キーボードユニット７は、本体ユニット８に対して所
定の長さｗだけキーボードユニット７の長手の方向（図１７のＸ方向）にずれた位置で本
体ユニット８に嵌る。例えば、図１８に示すように、本体ユニット８のパームレスト４６
の位置決め孔６３（の挿入孔６４）に、キーボードユニット７のキーボードベゼル１１の
位置決め突起２９が嵌り込む。キーボードユニット７の受け板１３から突出した突出部１
５が、本体ユニット８のパームレスト４６の挿入穴４９に嵌り込む。同様に、図５（Ａ）
に示すキーボードベゼル１１の位置決め突起３６が、図１０に示す位置決め孔５１に嵌り
込む。
【００６４】
　図１８に示すように例えば位置決め突起２９の係合部３２のＸ方向の長さｘ１は２．８
５ｍｍ、突出部１５のＸ方向の長さｘ２は２．８７ｍｍとなっている。この場合には、係
合部３２の先端８０と突出片６６の突出壁３１と対面する側の側面８１との距離ｘ３は例
えば０．１５ｍｍ、突出部１５の庇部１６の先端８２と係合突起５０の端８３とのＸ方向
の間隔ｘ４は０．１３ｍｍとなる。
【００６５】
　図１７に示すＸ方向に長さｗずれた状態で、キーボードユニット７を本体ユニット８に
対して、キーボードユニット７の長手の方向（図１７のＸ方向）にスライドさせる（ＳＴ
１６０５）。
【００６６】
　このとき、図１０に示す案内レール６８に図５（Ａ）に示すＬ字状の案内部材３９が係
合しつつ案内部材３９がキーボードユニット７の長手の方向に沿って案内される。これに
より、図１８に示すように、まず、最初に位置決め突起２９の孔３５内に突出片６６の側
面８１側が入り込む（他の位置決め突起２７や３６等についても同様である）。続いて、
少し遅れて突出部１５の庇部１６が突出部１５の係合穴１７に係合突起５０を案内し、係
合穴１７内に係合突起５０が入り込む。
【００６７】
　図１９は、このスライドにより本体ユニット８にキーボードユニット７が固定された状
態を示す部分断面図である。
【００６８】
　同図に示すように、例えば突出片６６の側面８１が位置決め突起２９の突出壁３１に当
接することでキーボードユニット７のスライドが停止する。このように、突出片６６が位
置決め突起２９の孔３５内に嵌り、係合突起５０が突出部１５の係合穴１７内に嵌る。
【００６９】
　図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の複数のネジ穴２６と、図１０に示す本体ユニ
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ット８の複数のネジ穴５８と図示しないネジによりネジ止めする（ＳＴ１６０６）。
【００７０】
　以上のように本体ユニット８の位置決め孔５１、６１及び挿入穴４９に、キーボードユ
ニット７の位置決め突起３６、２７及び突出部１５がそれぞれ固定されるなどして、キー
ボードユニット７と本体ユニット８とが固定される。
【００７１】
　このように本実施形態によれば、図５（Ａ）に示すキーボードユニット７の案内部材３
９を、図１０に示す本体ユニット８の案内溝６７に嵌め（ＳＴ１６０３）、図１７に示す
ように本体ユニット８に対してキーボードユニット７がＸ方向に長さｗずれた状態で本体
ユニット８にキーボードユニット７を重ねることができる。これにより、本体ユニット８
の位置決め孔５１、６１及び挿入穴４９にキーボードユニット７の位置決め突起３６、２
７及び突出部１５をそれぞれ挿入することができる（ＳＴ１６０４）。キーボードユニッ
ト７をキーボードユニット７の長手の方向（図１７のＸ方向）にスライドさせる（ＳＴ１
６０５）。これにより、図１０に示す案内レール６８に図５（Ａ）に示す案内部材３９を
係合させつつ案内部材３９をキーボードユニット７の長手の方向に沿って案内することが
できる。この結果、図１８に示すように、まず、最初に位置決め突起２９の孔３５内に突
出片６６の側面８１側を入り込ませることができる。続いて、少し遅れて突出部１５の庇
部１６により突出部１５の係合穴１７に係合突起５０を案内し、係合穴１７内に係合突起
５０を入り込ませることができる。この結果、図１０に示す位置決め孔５１、６１及び複
数の挿入穴４９等でキーボードユニット７を本体ユニット８に固定することができる。
【００７２】
　つまり、作業者が位置決めし易いキーボードユニット７の外縁付近でまず案内部材３９
、位置決め突起３６、２７等を位置決めし、この状態でスライドさせることで、作業者が
位置決めし難いキーボードユニット７の内側で突出部１５の係合穴１７を挿入穴４９の係
合突起５０に係合させることができる。従って、キーボードユニット７を本体ユニット８
に取り付けるときにキーボードユニット７の中央付近の領域でうまく突出部１５の係合穴
１７が挿入穴４９の係合突起５０に係合しないで、その領域が浮いた状態となることを防
止できる。
【００７３】
　キーボードユニット７を本体ユニット８から取り外すときには、キーボードユニット７
を固定するときとは逆方向にキーボードユニット７を本体ユニット８に対してスライドさ
せる。これにより、図１９に示す突出部１５が係合突起５０から外れ、位置決め突起２９
が突出片６６から外れる（図１７に示すキーボードユニット７と本体ユニット８とがずれ
た状態に戻る。）。その後、本体ユニット８の位置決め孔５１、６１及び挿入穴４９等か
らキーボードユニット７の位置決め突起３６、２７及び突出部１５等を抜くことができる
。
【００７４】
　以上のように、キーボードユニット７の着脱の作業を簡単にすることができる。また、
キーボードユニット７の短辺ｃ、ｄに沿った領域２２、２３、キーボードユニット７の各
辺ａ～ｄから離れた内側の領域でキーボードユニット７を本体ユニット８に固定すること
ができるので、キーボードの剛性を高くし打鍵感も良好とすることができる。
【００７５】
　キーボードユニット７を交換するときに、パームレスト４６を外すことなくキーボード
ユニット７を取り外し交換することができる。ワイヤレスランモジュール４１、モデムモ
ジュール４２、ブルートゥースモジュール４３及びＬＣＤユニットを交換するときにも、
キーボードユニット７を取り外し、開口７１からワイヤレスランモジュール４１、モデム
モジュール４２を交換したり、開口７２からブルートゥースモジュール４３を交換したり
することができる。従って、キーボードユニット７や各モジュールの組立、交換作業等の
時間を短縮することができる。
【００７６】
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　図２０はキーボードユニット７をキーボードユニット７の短辺の方向にスライドさせる
場合の図である。　
　同図に示すように、キーボードユニット７をキーボードユニット７の長手の方向（図２
０のＸ方向）に直交する方向（図２０のＹ方向）にスライドさせて、キーボードユニット
７を本体ユニット８に嵌めることも考えられる。この場合には、キーボードユニット７と
本体ユニット８とを位置合わせするときに、キーボードユニット７の短辺ｃと短辺ｄとが
離れている。従って、キーボードユニット７が図２０に示すキーボードユニット７ａのよ
うに撓んだりして位置決め突起２７や位置決め突起３６を位置決め孔６１や５１に嵌め難
くなる。また、キーボードユニット７（７ａ、７ｂ）をＹ方向にスライドさせるときに、
短辺ｃと短辺ｄとが離れているので、短辺ｃ側と短辺ｄ側とを同じ力で押すことができず
図２０に示すキーボードユニット７ｂのように斜めにスライドしてしまう。このように、
キーボードユニット７と本体ユニット８との位置合わせに時間がかかる。
【００７７】
　本実施形態では、Ｌ字状の案内部材３９を案内溝６７に挿入し、キーボードユニット７
を本体ユニット８に重ねるだけで、キーボードユニット７と本体ユニット８とを容易に位
置合わせすることができる。従って、キーボードユニット７と本体ユニット８とを位置合
わせするときに、キーボードユニット７が撓んだりすることを防止することができる。ま
た、キーボードユニット７をスライドさせるときにも、長辺ａと長辺ｂとが離れていない
ので、短辺ｃ、ｄが撓んだりすることなく、キーボードユニット７と本体ユニット８とを
固定することができる。
【００７８】
　図２１は突出部１５がパームレスト４６に乗り上げた状態を示す図である。　
　突出部１５の庇部１６は、突出部１５の扁平の略Ｕ字状の部分のうち底面１２から最も
離れた平坦部３０からキーボード本体１０の長手の方向（図６のＸ方向）に向けて離れる
従って底面１２より離れるように傾斜している。
【００７９】
　ここで、図１７に示すようにキーボードユニット７と本体ユニット８とを重ね合わせ、
キーボードユニット７をスライドさせたときに、図２１に示すように突出部１５がパーム
レスト４６の挿入穴４９に挿入されずにパームレスト４６に乗り上げた場合を考える。こ
の場合には、庇部１６がないときに比べて、乗り上げた突出部１５に対応するキーボード
ユニット７の部分が庇部１６の分高くパームレスト４６に対して盛り上る。この結果、作
業者は、突出部１５の係合穴１７に係合突起５０が嵌っていないことを容易かつ確実に知
ることができる。
【００８０】
　フレキシブル配線基板１４は、一端がキーボード本体１０側に接続され他端が本体ユニ
ット８側に接続され、キーボードユニット７と本体ユニット８とを重ね合わせる前では、
図１５に示すようにキーボードユニット７の長手の方向に向けて凹形状となるように折り
畳まれる。キーボードユニット７と本体ユニット８とが固定されたときには、本体ユニッ
ト８の収容部７５内に折り畳まれて収容される。
【００８１】
　このような構成によれば、例えばキーボードユニット７を本体ユニット８に対してスラ
イドさせて取り付けるときに（ＳＴ１６０５）、フレキシブル配線基板１４がスムーズに
変形しフレキシブル配線基板１４に付加がかかることを防止でき、フレキシブル配線基板
１４を収容部７５に折り畳んだ状態で収容することができる。キーボードユニット７がス
ライドするときに、フレキシブル配線基板１４がキーボードユニット７と本体ユニット８
との間に挟まり、フレキシブル配線基板１４が損傷することを防止することができる。
【００８２】
　本発明は、上記の実施形態に限定されない。本発明は、その技術思想の範囲内で様々に
変形して実施することが可能である。その実施の範囲は、本発明の技術的範囲に属するも
のである。
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【００８３】
　上記実施形態では、キーボードユニット７を本体ユニット８に対してスライドさせると
きに、図１８に示すように、まず、位置決め突起２９の孔３５に突出片６６の側面８１を
嵌め、少し遅れて突出部１５の係合穴１７内に挿入穴４９の係合突起５０を挿入させる例
を示した。しかしこれに限定されず、例えば位置決め突起２９の孔３５に突出片６６を嵌
めるタイミングと、突出部１５の係合穴１７内に挿入穴４９の係合突起５０を挿入させる
タイミングとがほぼ同時になるようにしてもよい。
【００８４】
　上記実施形態では、図６及び図７に示すように、突出部１５が庇部１６を備える例を示
した。しかし、突出部１５が庇部１６を備えなくてもよい。また、庇部１６は、平坦部３
０からキーボード本体１０の長手の方向（図５及び図６のＸ方向）に向けて離れる従って
底面１２より離れるように傾斜している例を示した。この庇部１６の傾斜角度については
特に限定されない。傾斜角度を大きくすることで、図２１に示したように突出部１５がパ
ームレスト４６の挿入穴４９に挿入されずにパームレスト４６に乗り上げた場合に、パー
ムレスト４６に乗り上げた突出部１５に対応するキーボードユニット７の部分がより高く
盛上る。従って、作業者はより確実にキーボードユニット７と本体ユニット８とを組み合
わせ固定することができる。
【００８５】
　上記実施形態では、図１８に示すように、位置決め突起２９の係合部３２の長さｘ１が
２．８５ｍｍ、突出部１５の長さｘ２が２．８７ｍｍの例を示した。しかし、係合部３２
の長さｘ１や突出部１５の長さｘ２のこれらの数値は一例でありこれらに限定されるもの
ではない。
【００８６】
　上記実施形態では、図１７及び図１８に示すように、本体ユニット８に対してキーボー
ドユニット７を重ね合わせた状態から、図１９に示すようにキーボードユニット７を本体
ユニット８に重なるように図１９の左にスライドさせる例を示した。しかし、本体ユニッ
ト８に対してキーボードユニット７を左にスライドさせるようにしてもよい。
【００８７】
　上記実施形態では、本発明をノート型のパーソナルコンピュータに適用する例を示した
。しかし、これに限定されず、本発明は、例えばキーボードユニット７等のボタンを有す
る構造を機器本体側に着脱可能な他の電気機器に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子機器の開いた状態の斜視図である。
【図２】図１に示す電子機器の閉じた状態の斜視図である。
【図３】キーボードユニットを本体ユニットから取り外した状態を示す図である。
【図４】キーボードユニットの平面図である。
【図５】キーボードユニットの底面図及び側面図である。
【図６】突出部の斜視図である。
【図７】図６の突出部をＸ方向から見た側面図である。
【図８】位置決め突起の斜視図である。
【図９】案内部材の斜視図である。
【図１０】本体ユニットの平面図である。
【図１１】挿入孔の拡大平面図である。
【図１２】位置決め孔の拡大平面図である。
【図１３】位置決め孔の拡大平面図である。
【図１４】案内溝の拡大平面図である。
【図１５】キーボードユニットと本体ユニットとがフレキシブル配線基板を介して接続さ
れた状態を示す図である。
【図１６】電子機器の製造工程を示すフローチャートである。



(16) JP 5181844 B2 2013.4.10

10

20

30

40

【図１７】本体ユニットに対してキーボードユニットを重ね合わせたときの平面図である
。
【図１８】図１７のＡ－Ａ断面図である。
【図１９】スライドにより本体ユニットにキーボードユニットが固定された状態を示す部
分断面図である。
【図２０】キーボードユニットをキーボードユニットの短辺の方向にスライドさせる場合
の図である。
【図２１】突出部がパームレストに乗り上げた状態を示す図である。
【符号の説明】
【００８９】
　ａ、ｂ　長辺
　ｃ、ｄ　短辺
　１　電子機器
　２　表示部
　３　本体部
　４　ヒンジ
　７　キーボードユニット
　８　本体ユニット
　１０　キーボード本体
　１１　キーボードベゼル
　１３　底面
　１４　フレキシブル配線基板
　１５　突出部
　１６　庇部
　１７　係合穴
　２１、２２、２３、２４、２５　領域
　２６、５８　ネジ穴
　２７、２８、２９、３６、３７、３８　位置決め突起
　３９　案内部材
　４０　本体側筐体
　４５　第１の筐体
　４６　パームレスト
　４８　カバー部
　４９、５５、６４　挿入穴
　５０　係合突起
　５１、５２、５３、６１、６２、６３　位置決め孔
　５９　表面（上面）
　６７　案内溝
　６８　案内レール
　７５　収容部
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